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広島湾さとうみフェスタ２０１９を開催します
～行政や市民などによる広島湾の魅力を活用した活動報告会～

「広島湾さとうみ※ネットワーク」（以下、ネットワーク）では、行政や市民、企業など

様々な立場の会員が集まって、広島湾の環境を良くしたり、賑わいづくりをするための活動

を行っています。ネットワークの活動を広く皆様に知っていただき、活動の輪を広げること

を目的として「広島湾さとうみフェスタ２０１９」を開催します。

【昨年度開催実績】：来場者数：約５00人

今回は、ごみを出さないカキ筏の開発に取り組まれている方、広島湾の魅力を活用した地

域活性化に取り組まれている方などをお招きし、広島湾の魅力やさとうみづくりについて来

場者と共に話し合うトークセッションなどのプログラムを行います。

■開催日時：令和元年１１月４日（月・祝日） 1０：３０～１６：００

■開催場所：CLiP HIROSHIMA（広島市中区東千田町1-1-18）【参加無料】

■内 容 ：・ネットワークの成果発表

・トークセッション

・学習・体験コーナー【一部有料】

・食のブース【有料】

・書道パフォーマンス（山陽女学園高等部 書道部）

・神楽（桑田天使神楽団/安芸高田市）

・ミニ水族館（宮島水族館）

（詳細は、別紙リーフレット参照）

■主 催 ：広島湾再生推進会議・広島湾さとうみネットワーク

トークセッション 食のブース ミニ水族館

■取材申込：当日、取材に来られる方は、下記の問い合わせ先へ連絡して下さい。

※さとうみ…人手が加わることにより生物生産性と生物多様性が高くなった沿岸海域(「里海ネット」より引用)

○問い合わせ先

国土交通省中国地方整備局 TEL（082）221-9231（代表）（平日昼間）

（担当） 企画部 広域計画課長 山 田 明 （内線3211）
やま だ あきら

課長補佐 佐々田 敬 久（内線3212）
さ さ だ ゆき ひさ

（広報担当窓口）

広報広聴対策官 岩 下 恭 久（内線2117）
いわ した やす ひさ

企画部 環境調整官 坂 本 泰 正（内線3114）
さか もと やす まさ
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国土交通省では、平成１６年６月に策定した「国土交通省環境行動計画」の中で、

持続可能な国土形成のために「全国海の再生プロジェクトの推進」を 位置付けてい

ます。 

  これを受けて、瀬戸内海を代表する閉鎖性水域の一つである広島湾の環境修復・

保全を推進するため、関係省庁及び関係地方公共団体等が協力して、 陸域（流域）と

海域（沿岸部を含む。）が連携した総合的な広島湾再生行動計画を策定し、推進するた

めに「広島湾再生推進会議」が設置されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広島湾再⽣推進会議の構成機関 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「広島湾さとうみネットワーク」について 

取り組みイメージ

◆広島湾再⽣推進会議は、平成 29 年 3 ⽉に「広島湾再⽣⾏動計画（第⼆期）」を策
定し、広島湾に関わる市⺠・NPO、企業、研究機関、漁業関係者、⾏政等の多様
な主体が共に連携・協働し、取り組みを進めていくこととしました。 

 
◆そこで、⾏政だけ、⺠間だけでは解決困難な課題の解決策の検討を⾏うために、

多様な主体で構成される官⺠連携組織設⽴準備会（広島湾さとうみネットワーク）
を設⽴しました。 

 

背景・趣旨

参加

プロジェクト
の実施

広島湾再⽣
の取り組みが

活性化

広島湾をよくしたい
個⼈・団体（募集）

官⺠連携
組織

・⾏政だけ、⺠間だけでは実現困難
な取り組みの実現

・⺠間のアイデアによる新たな取り
組みの創出

◆⾏政だけ、⺠間だけでは実現が困難な取り組みや、⺠間のアイデアによる新たな
取り組み（プロジェクト）を官⺠が連携して推進し、効率的・効果的に推進する
ことを⽬指します。 

 

⽔質の
保全・管理

豊富な
⽔産資源

かき⽣産量
の維持

ごみのない
美しい景観

島しょ部などの
魅⼒向上と活性化

癒やしと賑わい
のある⽔辺

多様な⽣物が⽣息する広島湾
〜スナメリが遊ぶ海〜

多様な⽣物
の⽣息

個⼈や企業の発案による、
みなとのにぎわいイベント
の開催

企業との連携による新たなエコツ
アーや体験型観光プログラムの実施

企業の持つ技術を活⽤した、
⼲潟や藻場の再⽣事業、底質
改善事業などの実施

広島湾の海の幸のブランド
化による⽔産業の活性化

個⼈や企業の発案による、島しょ部の
歴史・⽂化を活⽤したイベントの開催

漁業者や企業、研
究者と連携した、
かき筏の材質改善
による海ごみの発
⽣抑制

豊かな海の実現に向けた、最
適なかき養殖量や⽔質に関す
る関係者間での合意形成

･･･官⺠連携による取り組みイメージ

⾏政と市⺠・NPO、企業等の連携による、
継続的な清掃活動や環境学習活動の実施

※「広島湾さとうみ創⽣コミュニティ」は「広島湾さとうみネットワーク」に名前が変わりました︕ 
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